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■はじめに

　大阪府高校演劇研究大会の審査を担当したのは今度で4度目、５年ぶりです。また２００４、０５年は近畿大会の審査員を務めましたので、高校演劇に接するのは、３年ぶりということになります。

　この間の時代の推移は驚くべきものです。少子化、経済不況、大学全入時代など、５年前はまだ先のことと思っていた問題が、今次々と現実と化しつつあります。時代を感じることに敏感な高校生がこうした空気を感じとらないわけはないでしょう。しかも今の時代が彼（女）らにとって厳しいことも、よく分かっています。

　けれども、今回２日間で１３本の発表公演を見て、彼（女）らはこの逆風を懸命に順風に変えようとしていることを感じました。以下、個々の舞台について具体的に言及することで、報告にかえさせていただきたいと思います。

　

◎１　工芸高校『ノミムシ』

　美術部の部室を舞台に３人の女子高生の三者三様の生き方が描かれています。とくに優等生の後輩と奔放な先輩に対比がうまく、部長のまい（出之口愛美）が下級生にそこはかとなく嫉妬するあたりの微妙な感情が巧みに表現されていました。最初、下級生のイーゼルを倒し絵に手形を付けてしまったのは、たぶん彼女の中にある「無意識の悪意」の表われでしょう。が、二度目にははっきり「悪意」となって絵を破壊してしまいます。ただしその要因は彼女自身も理解できない。そこで「ノミ」が出てきます。まいの描いていた「ノミ」の絵、それは自由な発想の表われでもありますが、同時にそのかゆみが舞台上の役者たちにも伝わり、のみならず、客席にいるわたしたちにも伝染してくるのです。人の心の中にどうにもならぬ暗部を「かゆみ」で表現した作者の着想は、たいへん素晴らしかった。

　このストーリーと交差するのが、街頭でギターを弾く青年（村尾翔司）です。彼は、天才ロッカーたちがこぞって死んでいった２７歳をすでに超えてしまった２８歳（けれども彼はとうていその年齢には見えない！）。彼がまいの悩みと同調し、エアギターを弾いて憂さを晴らすシーンは絶品でした。

　人間は「かゆみ」とともに生きている。でもそれを捨てたら、なぜか虚しい。そんな皮肉の効いた佳作でした。

◎２　大阪成蹊女子『神無月』

　きれいな色彩感覚と多様な人物描写。実に目の行き届いた完成度の高い舞台でした。オバアちゃんの病気と入院、手術、これを引き金に家族が集まってくる。その役者の「出入り」がよく計算されていて、いつのまにか複数の家族模様が見えてくる演出でした。そこで繰り広げられるお茶の間談義は大人顔負けのリアルな観察力があり、例えば、義理の嫁は実の娘の言葉に反論できないというあたりは、橋田寿賀子のドラマを見ているようでした。三人娘のうち誰が家に帰って、母親や祖母の面倒を見るのか。これはどこの家庭にもあるシリアスなテーマです。その芯になった長女役の昇孝子さんの演技は安定感があり、安芯して見ていられる力量を感じました。

　では果たしてこれは高校生の演じるのにふさわしいドラマなのか？　そこに疑問が残りました。また女子高ゆえに父や男兄弟が出てこず、描かれる「世間」に狭さを感じたのが残念です。

◎３　東寝屋川・北かわち皐が丘『うつらないんです！』

　いかにも高校生らしいノリで、笑いをとる活発な舞台でした。アニメ風のキャラクターが所狭しと飛び交う、そんな印象が残りました。とにかくヘンな人たちがたくさん出てきます。白いマフラーの転校生はその極みでしょう。頑張ってる生徒会長が一人で奮闘するものの、次第に孤立していく。よくありがちな高校生の悩みです。しかしこれに学内政治が絡み、最終的には、不満分子を追い出すという結末が用意されていて、単なる純情な高校生ものに終わりません。圧巻だったのは、後日談の実演でした。このアイデアのために、それまでのギャグ風の芝居があったのかと納得させられました。

　ただ滑舌のせいかセリフが聞き取りにくく、せっかくのメッセージが届きにく異事が難点でした。

◎４　岸和田産業『じ～んプライド』

　今回の発表公演のなかで、生徒たちのパワーが一番溢れた舞台でした。群衆劇の仕立てで、そこに一糸乱れぬ統制と秩序が感じられるのは、日頃の稽古の賜物でしょう。

　二つの部屋が廊下を挟んで区切られている。最初は、これが男女別々の部屋とは思いませんでした。演じていたのがほぼ女子だったからです。いったい男女が混在している寮なんて、どこに存在するでしょうか！　しかし、こんな不可思議ででたらめな設定も、圧倒的なパワーで押し切るところに岸和田産業の真骨頂があります。

　４８歳の神田さんという管理人の恋愛を描くというヒネリも効いていました。しかし彼が恋していた女性が、実はゲイであり、当の神田さんも女性だったというオチは、現代の性同一性障害を思わせる主題で、この劇を一筋縄ではいかぬものにしています。

　唯一の男優で作・演出も担当した坂上太郎君の奮闘が目立つ舞台でした。

◎５　夕陽丘『１（ワン）』

　今回は一人芝居が二本ありました。いずれも部員が一名という事情のなかから生まれてきたものです。正直いって、一人部員というのは辛い。演劇のように集団で営む行為には致命的とも言えます。だがその逆境にメゲなかった槌谷君には心から賛辞を送りたいと思います。台本作者ＫＫＫＫＫ（ケイゴ）を選んだ時点で、彼の心意気が推し量られました。けれどもこの台本は相当手強（ごわ）い。一人が何役も演じ分ける技量が必要ですし、そのなかで演じ手自身が変貌していかなくてはなりません。客席から登場する冒頭から劇中劇風に運んでいく序盤は快調だったのですが、次第に手詰まりになってき多様に見えました。体力的にもきつくなるにつれて、だんだんユルくなっていくのは否めませんでした。虚構と現実をひと跨ぎし、そこを自在に「遊ぶ」ゆとりがあれば、もっと観客の心を掴むことが出来たでしょう。

　一人部員を克服して、これからは集団で芝居を創れる環境を手に入れてください。

◎６　東百舌鳥『人形遊び』

　捨てようとする人形が捨てられてはならじ、と持ち主に謎かけする。こうした導入はなかなかスリリングでした。

　昔大事にしていたものが成長とともに、すっかり忘れ去れていく。この残酷な少女時代の記憶がベースになっているのですが、それだけで最後まで押し通すのは無理があります。創作は現実への批評意識から生まれてくるものだとしたら、どこで主人公が現実と出会うのかがポイントとなります。それを探っていくと、どうやら母との葛藤のなかにその鍵がひそんでいる。最終的に母と和解することで終幕を迎えるのですが、この結末はいささか教訓臭いものがありました。

　全体に大袈裟な演技が目につきました。その点、ピエロ役の扇つかささんは、そもそも設定自体がフィクションなので、かえって地に足がついていました。等身大の自分を扱うとき、少し演技を「引き気味」にした方がいいように思います。

◎７　港南造形『ヒヤパラ』

　天井から吊された四本の布、色とりどりの箱、舞台空間は多彩なヴィジュアルで埋め尽くされていました。まずこのセンスに脱帽。これまでの「舞台美術」という概念は固定されたセットを軸に語られることが多かったのですが、「動く絵」として捉えるべきではないかと考えさせられました。ヨーロッパでは、しばしば「セノグラフィ」という言葉が使われます。これは、場面の生成と緊密に呼応してセットをも含む空間が変容してくることを意味します。この舞台にはそうした可能性を感じさせました。

　劇の内容は、演劇がまさに「必要」とされる物語です。弱少文化部がなんとか部活として成り立たせるために、廃部寸前の部を背負う個性的な6人が集まって、さて何をするか。こうして、彼（女）らは「芝居」をやることになります。技術はなくとも、やりたいこと、伝えたいことがあれば何とかなる。ここにいるメンバーと一緒に何かをやりたい。この一念が演劇を成り立たせていくのです。一番おずおずとしていた１年生のシズカがその重要な鍵を握っていることが暗示され、彼女の印象的なモノローグで最後が締めくくられたことは演劇の理に適っていました。

◎８　箕面東『誰』

　典型的な小劇場演劇のつくりです。音楽が入って踊りになる。セリフが昂揚すると音楽がかぶさる。１９８０年代にこうした演劇の手法が盛んに用いられたのは、一言でいえば、活気ある演劇を創りたかったからでしょう。「誰」と問うこと、あるいは「私とは何？」と問いかけることも小劇場演劇のそもそもの主題でした。この芝居にはいろいろな小道具、記号が登場します。これも文学的な想像力を駆使したかったからでしょう。その意味では、演劇という道具立てを使って、いろいろなことをやりたいという生徒たちの思いがこもった芝居でした。

　未来を知りたい少女と、未来は残酷だと告げる大人たち。その元凶を「鬼」に押付け、排除する。が、鬼とは我々の中に巣食っているものなのか。戦争を起こすのはいったい誰なのか？　幾重にも問いがかぶせられ、その問いに向って、想像力が飛翔する。この魅力的な戯曲を書いた原田結子さんが創作脚本賞を受賞しました。芝居の内容は複雑で難解です。ただ観客には、物語を「読む」快楽が与えられている分、他の戯曲より一歩先に意識が進んでいると思いました。

　

◎９　金蘭会高校『小さい秋見つけた。』

　今回の13本の舞台のなかで、もっとも充実した作品だったと思います。まず冒頭から意表を付かれました。こちらに背中を向けて地面に耳をつけている女。ブツブツと一人言を言っている男、舞台中央には蛾の絵が描かれている。一見すれば、謎だらけの開幕です。これが実は１年前に死んだ友人へのそれぞれの思いの表明だということが判明したところから物語が転がり出します。ここに小学生の一群や女教師などが登場して、話は膨らんでいく。この構図の作り方も見事です。

　小学生のなかに当事者の妹がいて、彼女が兄の死因について決定的なことを言うのですが、それでも彼の死因は誰も解明することはできません。事故かもしれないし、友達のいたずらが原因で死んだのかも知れないし、離婚しそうな両親を食い止めるための、死を賭した自殺かもしれない。こうした回答を宙吊りにしていくドラマづくりも見事でした。　

　真実はいつでも藪の中、それでも残された者たちはそれぞれの仕方で生きていかなくてはなりません。苦いメッセージを含んだ終わり方に才気を感じました。

　役者陣が粒揃いで、とくに泉法子を演じた野津由貴さんが光りました。

◎１０　咲くやこの花・扇町・此花総合高校『世界に色を付けようと、僕は赤をばら撒いた』　

　最近の「アキハバラ事件」を連想させる舞台でした。しかし出だしは、１２０年前の新聞が届けられるというＳＦ風設定。現在の日本と過去の英国の場面が行ったり来たり、その新聞を運ぶ男の存在が次第に増幅していく。これを沈黙の演技で表現したところが鮮やかでした。

　１８８８年にロンドンで起こった切り裂きジャック事件、それが１２０年隔てて、２００８年の東京に召喚される。この両者をつなぐのは、「理不尽な殺人」ということです。文明が進化したはずなのに、なぜ人間は愚かな殺人を止められないのか。作者の主張はラストで客席に突っ込んでいく男のナイフにあることは言うまでもありません。

　このナイフを胸元に突きつけられた観客は、この男の行為をどう受け止めるか。文字通りアクチュアルな問いかけでした。

◎ １１　四天王寺『うさぎとかめ』

　「うさぎとかめ」の童話を現代の少女たちの世界に移し変えた、メルヘン風な秀作です。５年間海外生活していたうーちゃんはかつて友人と秘密基地をつくって、二人だけのユートピアにしていた。けれども５年後に帰国すると、相棒のかめちゃんは友人を入れてしまう。うーちゃんは友情が裏切られたと思ってムクれてしまう。実にありきたりな女子高生の友情ものと思われたのですが、これが一変してくるのは、タイプカプセルに詰め込まれた５年前の思いが発見されるあたりです。うさぎとかめの物語は、ここでは書き換えられて、両者は仲良く共存するのです。不細工に見えていた玉井千咲さんのけなげさに素直に感銘を受けました。

　ただし彼女らが現実に接する設定が、基地取り壊しがかめちゃんの父の会社だったというオチは、少し話をつくり過ぎていると思いました。

　

◎１２　大谷高校『村田さん』

　まさに一人奮闘劇。幕開きからパワー全開する派手な演出に、一人部員という寂しさは微塵も感じさせませんでした。情けなく見えたら負けだという気迫が村田さんのなかに漲っていたからでしょう。芸達者ぶりは、見上げたものです。

　病気で倒れた東尾さんに向けて送るビデオレターという設定は、演劇の上に演劇を重ねる「メタシアター」という手法ですが、即興を取り入れ、ミシンで縫うシーンでは、リアル（生ま）の時間が滲み出てきて、これもライブパフォーマンスならではのダイナミズムです。

　一人芝居ですが、ビデオカメラという「他人」に向けて演じるという設定で、複雑な演技の襞に入っていきます。そのことによって、切実に他人とつながりたい彼女の思いが伝わってくるのでしょう。どこまでが事実で、どこからかフィクションなのか、定かでない部分も多々あり、それがこの劇の魅力にもなっています。

◎１３　関大一高『サンタ苦労す。』

　オヤジ狩りを思わせる冒頭はうまい導入です。けれども、こんな会社、こんな現実はありえない、という無理な設定が山積されていて、ストーリー自体が破綻しています。舞台に乗せるには、もっと工夫と調査が必要です。例えばＣＩＡのスパイが会社に入り込み、その彼女が改心したから「許す」というのでは、世間は許さないでしょう。せっかく生活感のある社長役の千原君のようなキャラクターがいるのですから、台本をもっと練りこむべきです。元気に楽しくやりたいという気持ちが分からないでもないのですが、府大会に出場してくるには、これではあまりにも寂しすぎます。

　

■最後に

　今年の大阪府の高校演劇のレベルは概して高かった。冒頭にも記したように、これは審査をした者たちの共通した感触でした。長年ご覧になられた関係者からも、近年でもっとも充実した舞台が多かったという声を聞きました。部員１人が２校もあるなか、この健闘は讃えられていいと思います。

　高校の問題は今、いろいろなところで噴出しています。少子化にともなう部活動の停滞、拍車のかかる受験競争、教員もまた公私にわたる多大な業務と管理体制。文化を創造するのに決していい環境にないことは確かです。近年、話題になる廃校や統合といった問題も、教育文化の衰亡を物語るものでしょう。

　それにも拘わらず、かえっていい成果を上げることができたのはいったい何故なのか。これはじっくり考えてみるに価する課題です。

　最近の傾向として、若年層のケータイ依存が指摘されています。1日のうち3時間以上もケータイに関わる高校生も少なくないと言われます。生徒たちは、ますます個人の世界に閉じこもり、孤立化していく。その結果、他人との交渉や話し合いの場が減り、その半面、友達への過剰なまでの気づかいで疲労する。集団作業を不可欠とする演劇にとって、これは由々しき事態です。

　他人への感受性が希薄になり、個人的な関心に向っていけば、演劇のような部活動は停滞することは必定です。個人ならぬ「孤人」化した若者は、集団表現の演劇に目を向けないでしょう。

　だからこそ、演劇というコミュニケーション・ツール（道具）は、今の時代にきわめて重要な役割を帯びてきたのです。何人かの人が集まれば、自然に芝居をやろうという機運が生まれる。港南造形の『ヒヤパラ』は、まさにそのような演劇の原初性に出会った舞台でした。時代が閉塞すればするほど、演劇のような集団表現はその対抗的な武器になり、必要とされてくるのではないでしょうか。今回、この大会に参加された高校生には、その可能性をさらに大きく開いてくれることを切に望みたいと思います。
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